
　地域社会は多様な人々から成り立っている。 そんな中、 人々は支え支えられて生きている。 個性を認め合って生きて

いる。 このことは、 障がい者であっても、 外国人であっても、 変わることはないはずである。

　こうした 「共生社会」 においては、 これまでも 「新しい公共」 のスローガンのもと、 公共の仕事は行政機関だけが担っ

てきたわけではなく、 住民組織やＮＰＯ活動も担ってきた。 ところが、 これからは、 人口の減少化や社会の縮減化とともに、

行政資源が先細っていくことが強調され、 住民組織やＮＰＯ活動への期待がさらに高まっている。

　しかし課題もある。 住民組織には、 いまだ閉鎖的でフラットでない運営がなされ、 民意が反映されにくいところもある。

地域社会には、 身寄りのない認知症高齢者が増え続けているにもかかわらず、 その生活を支えるために導入されたはず

の成年後見制度の活用が進んでいないという問題もある。 国策としての外国人労働者の受入れに伴い増加する、 外国人

住民との共生社会の実現の問題にも直面している。 ノーマライゼーション社会への道のりはまだまだ先である。

　2019 年度後期のイブニングスクールでは、 様々な課題を乗り越え共生社会を目指して取り組んでいる住民組織やＮＰＯ活

動の実例を紹介する。 人口減少化をマイナス要因とだけとらえるのではなく、 逆転の発想でとらえることの重要性も考えて

いきたい。 受講者にとっては今後の活動のために大いに参考となるはずである。
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※こちらの住所に請求書を送付します。

滋賀大学公共経営イブニングスクール申込書

　希望者に対して成績評価を実施します。

成績は、出席（７割以上を評価し）、最終レポート、授業への参画で評価します。　

一定程度以上の成績を得たものについては、公共経営イブニングスクール修了者として認定します。

宛先：滋賀大学　産学公連携推進機構／担当：北川　TEL：0749‐27-1197

10月24日（木）

スケジュール　（いずれも 18：20 ～ 20：20）
氏 岳義中田　事理　会学策政ィテニュミコ：ーカーピストスゲ　」治自とスンナバガの域地「 )金(日52月01

」動活見後年成む組り取が人法OPNの津大賀滋「 )金(日22月11

　　　　　　　　ゲストスピーカー：特定非営利活動法人あさがお　事務局長　近澤貴徳 氏

」～生共のと民住人国外～ てしととひすら暮に共で域地「 )金(日31月21

　　　　　　　　ゲストスピーカー：（公財）滋賀県国際協会　副主幹　光田展子 氏

」～らか動活の私とみ組取の内県賀滋～ てけ向に現実の会社生共域地「  )金(日42月１

　　　　　　　　ゲストスピーカー：滋賀地方自治研究センター　理事　中西大輔 氏

」～へ考思造創値価らか考思型決解題課～りくづ域地なブィテイエリク「  )金(日82月２

　　　　　　　　ゲストスピーカー：（一財）地域活性化センター人財育成プロデューサー　前神有里 氏

３月 27日 (金 ) 　「みんなで考えよう「人口減少化のなかの地域自治と地方自治」」

アドバイザー　石井 良一 （滋賀大学　産学公連携推進機構 副機構長）


